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円弧長約 11mのステージ階段の部材加工について 

今回の依頼は円弧長約 11m（外 R6900、中心角約 90°）の 3段板の階段で、段板は t25タモ集成材、蹴

込板は t4シナ合板で受け帆立材，円弧定規となる R枠は t28のラーチ合板で製作します。 

また、建設会社からの要望として、この円弧階段を出来るだけ解りやすく、組み易い形にして欲しいと

のことでした。 

そこで、段板は㈱マルダイ様のタモ集成材 t25*4200*600 を使用し、円弧定規となる R 枠は t28 の安価

で長尺なラーチ合板 2000*1000が最大寸法のため、最大弦長 2000を基準に割り付けて、さらに R枠の

ジョイント部ラップ材を用意して R枠が出来るだけ正確に延長出来るように配慮しました。 

また、段板を受け止める帆立 t28 ラーチ合板の取り付け方向（外周から円中心方向）を R 枠と段板裏側

に NC加工時に筋を入れています。 
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A,B,Cの各ブロック

受けの各帆立て

位置を

周長約 4.6m

段板、受け帆立て

の各ブロック 1セットずつ仮組みしました。

受けの各帆立て

位置を NCにて

ています。

4.6mの仮組み、検証

帆立て、R枠の

セットずつ仮組みしました。

受けの各帆立て t28ラーチ合板の

にて段板裏面に

ています。 

の仮組み、検証 

の NC加工 

セットずつ仮組みしました。

ラーチ合板の

にけがい

セットずつ仮組みしました。 

 

④R外枠、④

を連結。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤R 内枠､⑤

を連結。

 

円弧定規の

ラーチ合板位置、ジョイント材のラ

ップ位置をけがいています。

って，④、⑤の枠に受け帆立てを取

り付けると同心円の円弧が成り立ち

ます。

外枠、④J（ジョイント用）

を連結。 

内枠､⑤J（ジョイント用）

を連結。 

円弧定規の R枠には受け帆立て

ラーチ合板位置、ジョイント材のラ

ップ位置をけがいています。

って，④、⑤の枠に受け帆立てを取

り付けると同心円の円弧が成り立ち

ます。 
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（ジョイント用）

（ジョイント用）

枠には受け帆立て

ラーチ合板位置、ジョイント材のラ

ップ位置をけがいています。

って，④、⑤の枠に受け帆立てを取

り付けると同心円の円弧が成り立ち
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（ジョイント用）

（ジョイント用）

枠には受け帆立て t28

ラーチ合板位置、ジョイント材のラ

ップ位置をけがいています。したが

って，④、⑤の枠に受け帆立てを取

り付けると同心円の円弧が成り立ち
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④、⑤の円弧定規 R枠の受け帆立てのマークに帆立て材をセ

ットしていきます。 

 

 

 

 

 

帆立て材は円の中心に向かってセットとなります。 

（但し、両サイドの壁に接するものは異なる。） 
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蹴込板を仮固定しまし

た。 

これは仮組み用の t4 

MDF材です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ側からの段板

内部状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

断面状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A,B,C各ブロックの 

仮組みの完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の仕上がりは 2倍の円弧長のステージ階段になり、大きな扇形を構成致します。 

 

                 ㈱SNC 住設事業部 Da・Monde 鈴木 

                         平成 27年 10月 26日   


